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今
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今
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土
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大
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セ
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セ
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で
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粘
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板

縦
５
・
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セ
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ほ
ど
で
、
粘
土
の
板

に
刺
突
し
た
跡
が
見
ら
れ
、
人
を
模
し

に
刺
突
し
た
跡
が
見
ら
れ
、
人
を
模
し

た
よ
う
な
表
現
が
さ
れ
て
い
ま
す
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口

た
よ
う
な
表
現
が
さ
れ
て
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ま
す
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口

に
あ
た
る
部
分
に
１
つ
、
目
に
あ
た
る

に
あ
た
る
部
分
に
１
つ
、
目
に
あ
た
る

部
分
に
は
２
つ
、
右
胸
に
３
つ
、
左
胸

部
分
に
は
２
つ
、
右
胸
に
３
つ
、
左
胸

に
４
つ
、
真
ん
中
の
正
中
線
に
５
つ
、

に
４
つ
、
真
ん
中
の
正
中
線
に
５
つ
、

そ
し
て
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け
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そ
し
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に
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ま
す
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の
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が
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を
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て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
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数
を

て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
数
を

数
え
る
道
具
や
小
さ
い
子
に
数
を
教
え

数
え
る
道
具
や
小
さ
い
子
に
数
を
教
え

る
道
具
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
何
に

る
道
具
な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
何
に

使
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た
の
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。

使
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た
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て
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は
日
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各
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す
が
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を
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し
て
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て
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ま
す
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を
模
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て
数
が
表
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さ
れ
て
い
る
も
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湯
環
状
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石
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さ
れ
て
い
る
も
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湯
環
状
列
石
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点
し
か
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つ
か
っ
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ま
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全

１
点
し
か
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つ
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っ
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ま
せ
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ル
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示
ホ
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、
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ホ
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ル
で
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ま
す
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で
、

ぜ
ひ
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い
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い
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大湯環状列石で出土した土版（左：表、右：裏）
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の
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登

　

紅
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の
季
節
で
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ね
。
そ
し
て
山
登

り
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

り
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
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年
に
山

年
に
山

に
登
れ
る
回
数
は
季
節
や
天
気
、
ア
ク

に
登
れ
る
回
数
は
季
節
や
天
気
、
ア
ク

セ
ス
な
ど
の
た
め
か
な
り
限
ら
れ
て
い

セ
ス
な
ど
の
た
め
か
な
り
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
行
か
な
い
と
、
も
う
日
本

ま
す
。
今
年
行
か
な
い
と
、
も
う
日
本

に
滞
在
し
て
い
る
間
に
は
行
け
な
い
山

に
滞
在
し
て
い
る
間
に
は
行
け
な
い
山

の
こ
と
を
考
え
る
と
寂
し
い
で
す
。

の
こ
と
を
考
え
る
と
寂
し
い
で
す
。

　

ま
ず
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ン
ガ
リ
ー
の
山
を
紹
介

　

ま
ず
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
山
を
紹
介

し
ま
す
。
最
も
高
い
山
は
北
ハ
ン
ガ

し
ま
す
。
最
も
高
い
山
は
北
ハ
ン
ガ
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る
１
０
１
４
ｍ
の
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ー
ケ

リ
ー
に
あ
る
１
０
１
４
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の
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ケ

シ
ュ
山
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じ
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北
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に
あ
る
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山
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上
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っ
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が
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が
、
景
色
が
見
え
な
く
て
と
て
も
残

す
が
、
景
色
が
見
え
な
く
て
と
て
も
残

念
で
し
た
。
西
部
の
オ
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ス
ト
リ
ア
と

念
で
し
た
。
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と
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８
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あ
る
８
８
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ー
山
は
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で
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度
も
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策
し
た
こ

と
が
あ
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ま
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。

と
が
あ
り
ま
す
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22

年
前
に
、
秋
田
に
来
て
、
い
つ
の

年
前
に
、
秋
田
に
来
て
、
い
つ
の

間
に
か
山
登
り
は
趣
味
に
な
っ
て
い
ま

間
に
か
山
登
り
は
趣
味
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
普
段
、
ふ
も
と
か
ら
眺
め
る
山

し
た
。
普
段
、
ふ
も
と
か
ら
眺
め
る
山

の
頂
上
ま
で
自
分
の
力
で
頑
張
っ
て
登

の
頂
上
ま
で
自
分
の
力
で
頑
張
っ
て
登

り
、
広
大
な
景
色
を
楽
し
み
、
何
が
見

り
、
広
大
な
景
色
を
楽
し
み
、
何
が
見

え
て
い
る
の
か
を
当
て
て
み
る
の
が
楽

え
て
い
る
の
か
を
当
て
て
み
る
の
が
楽

し
い
で
す
。

し
い
で
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用

し
、
花
輪
の
小
平
自
治
会
が
プ
リ
ン

タ
ー
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
除
雪
機

な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

購
入
し
た
備
品
は
自
治
会
の
事
業

で
活
用
さ
れ
、
今
後
、
自
治
会
活
動

が
よ
り
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

「
一
般
財
団
法
人 

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
」
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
・
強
化
の
た
め
の
助
成

を
行
い
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
事

業
で
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

・
集
会
施
設
の
整
備
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青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
、
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整備した備品　プリンター・プロジェクター・除雪機
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の

　

今
年
の
22

月
か
ら
登
っ
て
き
た
山
は
、

月
か
ら
登
っ
て
き
た
山
は
、

山
形
の
山
寺
や
大
湯
の
黒
又
山
、
尾
去

山
形
の
山
寺
や
大
湯
の
黒
又
山
、
尾
去

沢
の
テ
レ
ビ
塔
、
月
山
神
社
の
山
、
森

沢
の
テ
レ
ビ
塔
、
月
山
神
社
の
山
、
森

吉
山
、
焼
山
、
茂
谷
山
、
二
ツ
井
の
七

吉
山
、
焼
山
、
茂
谷
山
、
二
ツ
井
の
七

座
山
、
八
幡
平
長
沼
、
大
鰐
温
泉
に
あ

座
山
、
八
幡
平
長
沼
、
大
鰐
温
泉
に
あ

る
山
、
栗
駒
山
、
秋
田
駒
ケ
岳
、
松
川

る
山
、
栗
駒
山
、
秋
田
駒
ケ
岳
、
松
川

温
泉
か
ら
源
太
ヶ
岳
、
、
五
ノ
宮
岳
で

温
泉
か
ら
源
太
ヶ
岳
、
、
五
ノ
宮
岳
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
白
神
山
地
や
岩
木
山

す
。
こ
の
ほ
か
、
白
神
山
地
や
岩
木
山

な
ど
に
も
登
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
ど
に
も
登
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

登
山
口
ま
で
は
、
マ
イ
カ
ー
が
便
利

　

登
山
口
ま
で
は
、
マ
イ
カ
ー
が
便
利

で
す
が
、
バ
ス
も
お
す
す
め
で
す
。
バ

で
す
が
、
バ
ス
も
お
す
す
め
で
す
。
バ

ス
も
詳
し
く
調
べ
れ
ば
行
け
る
場
所
が

ス
も
詳
し
く
調
べ
れ
ば
行
け
る
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
山
か
ら
下
り
た

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
山
か
ら
下
り
た

ら
、
帰
り
に
温
泉
も
行
き
ま
し
ょ
う
。

ら
、
帰
り
に
温
泉
も
行
き
ま
し
ょ
う
。

蒸
ノ
湯
や
後
生
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、
湯
瀬
な
ど
は
特
に

蒸
ノ
湯
や
後
生
掛
、
湯
瀬
な
ど
は
特
に

お
す
す
め
で
す
。

お
す
す
め
で
す
。
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月
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日
に
日
本
語
語
学
指
導
員
の
堀
川
さ

日
に
日
本
語
語
学
指
導
員
の
堀
川
さ

ゆ
み
さ
ん
が
任
期
を
終
え
て
帰
国
さ
れ
、
２
年

ゆ
み
さ
ん
が
任
期
を
終
え
て
帰
国
さ
れ
、
２
年

間
の
活
動
内
容
を
児
玉
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

間
の
活
動
内
容
を
児
玉
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

堀
川
さ
ん
は
、
第

　

堀
川
さ
ん
は
、
第
1010

代
目
の
日
本
語
語
学
指

代
目
の
日
本
語
語
学
指

導
員
と
し
て
、
平
成

導
員
と
し
て
、
平
成
3030

年
か
ら
姉
妹
都
市
の
ハ

年
か
ら
姉
妹
都
市
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
で
日
本
語
を
指
導
し

ン
ガ
リ
ー
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
で
日
本
語
を
指
導
し

ま
し
た
。
日
本
語
教
室
で
は
、
約

ま
し
た
。
日
本
語
教
室
で
は
、
約
6060

人
の
生
徒

人
の
生
徒

へ
の
指
導
を
通
じ
て
、
「
多
く
の
生
徒
か
ら
日

へ
の
指
導
を
通
じ
て
、
「
多
く
の
生
徒
か
ら
日

本
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
」
と
２

本
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
」
と
２

年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

「
日
本
の
風
景
の
写
真
に
感
動
す
る
生
徒
が
多

「
日
本
の
風
景
の
写
真
に
感
動
す
る
生
徒
が
多

か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

　

児
玉
市
長
は
「
今
後
も
鹿
角
市
に
関
わ
り
を

　

児
玉
市
長
は
「
今
後
も
鹿
角
市
に
関
わ
り
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
堀
川
さ
ん
も
「
こ

持
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
堀
川
さ
ん
も
「
こ

れ
か
ら
も
、
鹿
角
市
と
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
の
交
流

れ
か
ら
も
、
鹿
角
市
と
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
の
交
流

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
て
い
ま
し
た
。

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
応
じ
て
い
ま
し
た
。

第
10

代
日
本
語
語
学
指
導
員

堀
川 
さ
ゆ
み
さ
ん
が
任
期
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
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